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１ 策定目的 

 

 近年、全国的に人口減少と少子高齢化が急速に進む時代を迎える中、地域が

抱える課題や市民ニーズは多様化しています。 

 それに伴い、市民による地域や社会に貢献するまちづくり活動は、様々な分

野の中で広がりを見せています。 

 茂原市では、平成１５年１２月に「茂原市市民活動（ボランティア・ＮＰＯ）

支援指針」を策定しました。 

しかし、策定から１０数年が経過し、市民活動を取り巻く状況が大きく変化

したことから、指針の見直しを行うこととしました。 

 指針の見直しにあたっては、平成２８年４月の「茂原市まちづくり条例」施

行を踏まえて、今後、市が取り組むべき推進施策の方向性についてとりまとめ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

茂原市まちづくり条例（抜粋） 

 

第１５条第１項 

 市民等は、自治会、ＮＰＯ法人、ボランティア団体、事業者等の多様な集団が、地域のまちづくりの

担い手であることを認識し、積極的にその活動に参加することにより、地域コミュニティを守り育てる

ように努めるものとします。 

 

第１６条第２項 

 市は、地域のまちづくりを推進するため、地域コミュニティの自主性及び自立性を損なわない範囲で、

積極的に地域コミュニティの活動を支援するよう努めるものとします。 
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２ 定義 

 

 この指針における用語の定義は、次のとおりです。 

 

（１）市民活動 

 市民が自主的に行う営利を目的としない活動であって、不特定かつ多数

の者の利益の増進に寄与することを目的とする活動をいいます。 

ただし、次の活動は含みません。 

①宗教上の教義を広めることを主たる目的とする活動 

②政治上の主義・主張を推進、もしくは反対することを主たる目的とする

活動 

③特定の公職の候補者や公職にある者、あるいは政党の推薦もしくは反対

することを主たる目的とする活動 

 

 また、広く市民が関与しうる活動の領域を、行政との関わりという面か

らとらえると、下図のような構造を描くことができます。この指針でいう

市民活動には、図中太枠線で囲まれた領域が該当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 行政との関わりからみた市民活動の構造 

 

 

市民が責任をも 

って、主体的か 

つ自立的に活動 

する領域 

 

 

市民が主導し、 

行政が積極的な 

支援をする領域 

市民と行政が協 

働で立案・実行 

する領域 

行政が主導し、 

市民参加方式に 

より立案・実行 

する領域 

行政が執行者と 

して、責任をも 

って立案・実行 

する領域 

市民の主導性、自立性                         行政の主導性、専権性 
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（２）市民活動団体等 

市民活動を行うことを目的とした団体又は個人をいいます。 

ただし、団体については次の要件を満たすものとします。 

①民間の団体（職場等で自発的に結成された団体を含む）であること 

②代表者を有し、会則や規約のある団体であること 

③自らの活動を自主的に運営できる能力を備えていること 

④活動が継続的で、開かれた団体であること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市民活動団体のイメージ 

 

市民活動団体 
 
特定非営利                      地縁団体 

活動法人                       （自治会） 
（NPO 法人） 

 

ボランティア団体 
 

各種サークル 

 
 
 

※各種サークルや自治会などの地縁団体は、その活動内容が市民活動に該当する場合に 
対象となります。 
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３ 支援の基本的な考え方 

 

市は、市民活動団体等の特性や自立性を阻害しないよう、次の原則を基本に

市民活動への支援を進めるものとします。 

 

（１）支援の対象 

 支援の対象は、この指針の定義で定めた市民活動団体等とします。 

 

（２）支援の原則 

市民活動を支援するに当たっては、次の原則により行うものとします。 

①主体性・自立性の原則 

市民活動団体等が持つ特性をいかし自立して市民活動が行われるよ

う、主体性・自立性を尊重します。 

②公平性・公正性の原則 

 すべての市民活動団体等に対して機会均等を図り、活動目的や内容を

公共の福祉の観点から適切に判断し、公平性・公正性を確保します。 

③公開性・透明性の原則 

 支援の内容及び手続、個人情報を除く団体情報を公開するとともに透

明性を確保します。 
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４ 市民活動への支援 

 

 市は、市民活動を推進するため、市民の自主的で営利を目的としない、多種

多様な社会貢献活動に対して、団体及び個人の自発的な活動が行われているこ

とを前提に支援していきます。 

 

（１）市民活動の場の提供 

 市民活動の拠点となる活動の場の提供をします。 

 市では、市民活動相談窓口を設置しましたが、より一層の充実を図りま

す。 

 

（２）情報の収集及び提供 

 市の広報・ホームページ・「市民活動ガイドブック」等により情報を提

供します。また、インターネット等を活用し情報の収集に努めます。 

 

（３）財政的支援 

 市民活動団体が行う活動に対して財政的支援をします。また、支援に必

要な財源の確保について調査・研究を進めます。 

 

（４）市民活動の普及啓発 

 多くの市民が市民活動に参加できるよう、広報やホームページを活用し、

市民活動の普及啓発に努めます。 

 

（５）市民活動保険への加入 

 市民活動団体等が安心して市民活動が行えるよう支援します。 
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５ 市民活動を推進するために 

 

 この指針の実効性を高めるために、市民活動への支援を行うことはもとより、

次のことに留意して市民活動を推進します。 

 

（１）職員の意識啓発 

 職員の市民活動への認識を高めるため、市民活動に対する知識や特性に

ついての研修を実施します。 

 また、職員が地域において市民活動に率先して参加できるような環境づ

くりを推進します。 

 

（２）市民意識の醸成 

 市民活動の啓発と市民活動に関する情報の収集や提供などにより、市民

活動に対する市民意識の醸成と、いつでも、だれでも、気軽に楽しく市民

活動に参加できる環境づくりを推進します。 

 

（３）市民活動団体等との協議・検討の場の設置 

 この指針の効果的な運用と市民活動の推進を図るために、市民活動団体

等と市が協議・検討する場を設置します。 
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